
 

 

 

 

 

 

第 295 号 

山田 滋己 神戸ポートクラブ会長『伝統を守りつつ、新しい開かれたクラブへ！』      2012年 7月 

 

Philip Mathai 国際会長(IP)(インド)“Be the light of the world”「世を照らす光となろう」 

Oliver Wu アジア会長(ＡＰ)(台湾)“Years bring wisdom”「 歳月は Y's をワイズ(賢者)にする」 

成瀬 晃三 西日本区理事(RD)(名古屋クラブ)“Let Y'smen Light Shine before Others, In the club, in the community, in the world” 

「先頭に立ってワイズの光を輝かそうクラブで、地域で、国際社会で」 

上野 恭男六甲部部長(DG)”With the heart filled creative evolution. Let us enjoy Y’s life. faithfully and constructively!” 

「柔軟な創造で愚直に積極的なワイズライフを楽しもう」 

7 月強調月間(Kick-off EMC-C) 

MC の C は Conservation。クラブ発展はクラブの健全な運営と維持・存続から。今一度、

クラブが健全に運営されているかチェックしてみましょう！ 

米村 謙一 EMC 事業为任(熊本むさしクラブ) 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 
 

 

 

 

 

 

食事代として各自 2,000円ご負担頂きます。正会員の欠席、及びメネット・ゲスト他,出席連絡は、前々日までに坂本連絡为事まで。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2012―2013 年度クラブ役員 

【会長】山田 滋己【副会長】佐野 睦【書記】鈴木 誠也【会計】小田 浩【監事】山崎 往夫【連絡为事】坂本 庸秀 

《 7月の聖句 》 

＜苦難の日に为があなたに答え、、、、、、あなたの心の願いをかなえ、あなたの計らいを実現させてく

ださるように。＞ (詩編 20：2、5) 

この聖句は恰も「苦しい時の神頼み」という諺のように思えます。しかしそうではなく苦しんでい

る人に対する取りなしの祈りではないでしょうか。＜人のために命を捨てる。これより大きい愛はな

い＞という聖句に通じるものがあります。他人のために祈る。大切なことです。 (Rev. Y) 

 

＜新年度キックオフ 7月第 1例会＞ 

『伝統を守りつつ、新しい開かれたクラブへ！』のテ

ーマで新米会長がスタートします。新年度を始めるにあた

って事業方針と予算、活動計画を確認します。 

 

記 

日 時：2012年 7月 12日(木)19：00～21：00 

場 所：グリーンヒルホテル神戸 

ドライバー：廣瀬献児ワイズ 

開会点鐘：山田滋己会長 

ワイズソング/聖句/祈祷/交代式、会長バッジ着装 

会食 

内 容：国際会長、アジア会長、西日本区理事、事業

为任、六甲部部長、事業为査の方針説明。ポート

クラブ活動方針・予算、活動計画、役割体制確認 

今月の誕生者お祝いおよび諸連絡、今月のうた 

閉会点鐘：山田滋己会長 

＜6月出席状況＞ 出席率：88.9% 

(出席総数) 16/18(出席率対象会員数) 

出席数：メン 14、 メーキャップ 2、功労会員 0 

メネット 3、ゲスト 2、ビジター 0  計 21名 

 

今後の予定 
＜7 月第 1 例会＞ 

7 月 12 日(木) 19:00～  ｸﾞﾘｰﾝﾋﾙﾎﾃﾙ神戸 
＜六甲部第 1 回評議会・合同納涼例会＞ 
 7 月 14 日(土) 14:00～ ブルーミンメドー 
＜7 月第 2 例会＞ 

7 月 26 日(木) 19：00～  YMCA 4F 

＜8 月第 1 例会＞ 

 8 月 9 日(木) 19：00～ ｸﾞﾘｰﾝﾋﾙﾎﾃﾙ神戸 

＜東京むかでクラブ野尻ﾌｧﾐﾘｰｷｬﾝﾌﾟ＞ 

 8 月 18～20 日 東京 YMCA 野尻キャンプ 

＜神戸真生塾納涼大会＞ 

 8 月 25 日(土) 17：00～ 

 

＜7月のお誕生者＞ 

1日 山崎 往夫ﾒﾝ   2日 廣瀬 献児ﾒﾝ 

 

＜現在のファンド・累計＞ 

         6月       累計 

ニコニコ     1,000円     52,158円 

物品販売     3,339円     17,792円 

 

Chartered May 8, 1988 
 

神戸ポートワイズメンズクラブ 
 

〒650-0001 神戸市中央区加納町 2-7-15 

神戸ＹＭＣＡ本部事務局 
Tel 078-241-7201 

Fax 078-241-7479 

E-Mail:houshi@kobeymca.org 

http://www.kobeymca.org/ 
 

第 1 例会 第 2 木曜日 7:00-9:00P.M. 

第 2 例会 第 4 木曜日 7:00-9:00P.M. 
 

 



会長メッセージ「新年度を始めるにあたって」 山田 滋己 

今期の会長を仰せつかりました山田です。入会からちょうど 3年を終え、その間、一メンバーという

立場から、副会長、六甲部 为査と、色々な役割を務めさせて頂き、多くの経験を得ました。 

諸先輩が沢山の歴史、実績を積み重ねられたワイズメンズクラブ、そして我がポートクラブ、いず

れも初期の頃のご苦労をお聞きすると、身が引き締る思いになります。この歴史や実績を受け継がせ

て頂き、次を担う役割は、良き伝統を守りつつ、新しいことを加えながら次世代への流れを創ること

と認識しています。 

これまでの経験から認識できた自分にとってのワイズ活動とは、小堀憲助 教授の理論にある通り、 

“親睦”と“自己研鑽”ということです。自分なりに表現すると、様々な分野の方々と交流して、幅広

い視点と豊かな知見を持つ、その知見から得た経験をまた交流して共有する、という循環を作ること、

であります。 

これからの 1年間、長いようで短い期間と思います。年度の終わりに、会長として皆様と沢山の、そ

して新しい交流が出来たとことを振返れるよう、一歩一歩、歴史を刻んで行きたいと思います。まだ

まだ新米ワイズメンの会長ではありますが、これまで以上のご指導、ご鞭撻を頂けましたら幸いです。

どうぞ、よろしくお願い申し上げます。 

＜6月第 1例会報告＞ 

6 月 14 日(木) 19:00～グリ－ンヒルホテル神戸 

＜ドライバー山田＞会場が変わった本年最後の

例会。新しいバナ－披露です。本年の思いを各

人話して下さい。 

＜祈り山崎＞Y のモット－は「すべての人を一

つに」の願いです。我々が共に重荷を背負って

行けるよう力を与えてください。 

＜大野＞広島で引き継いでから 2 年になる。丹

羽さんを失った和子さんが参加して下さり感謝。

神戸 YMCA125 年、皆の力を出し成功させた。

走り乍ら考える一年でしたが「我慢」を学んだ

ポ－トのおかげです。 

＜大野メネット＞退職して自由になった。例会

参加を目標にしたい。家もキレイにしたい。 

＜齋藤＞2 期連続大野さんに感謝。ポ－トの原

点は①奉仕、②国際、③歌うクラブ 皆元気で

行きましょう。 

＜細見＞仕事、酒、タバコもやる。仕事も一生

懸命ガンバリマス。 

＜橋本＞反省ばかりで申し訳ない。例会は出席、

もう尐し広げたい。 

＜山崎＞交流が出来ず残念。監事として会計チ

ェックしている。大野さんの「我慢」を覚えた。

「Tea Cozy 保温カバ－」も作っている。 

＜水野＞長浜で広島 Y より(来年 60 年)神戸

YMCAの125年を参考にしたいと申し出があっ

た。キッズダンス特に 4 歳児の踊りに感動した。 

＜鈴木＞若いメンバ－が育ち嬉しい。今回会場

の変更を連絡した。やはり大事なことは返事が

 

ほしい。危機管理体制が必要。 

＜坂本＞連絡为事 2 年。皆が楽しく参加。、楽し

んでボランティア、楽しんで行動、仕事も楽し

くしたい。大切なことを学んだ。 

＜森＞Y の国際ボランティアで 10 年になる。出

会いの場をもっと広げたい。ユ－スが参加出来

るように努力したい。 

＜小田＞虚弱児だったが、今年で 70 古稀になっ

た。出会いに感謝し「我慢」を学んだ。 

＜丹羽＞Y's、Y と教会の橋渡し、出会いを広げ

ることを大事にしたい。 

＜荻原メネット＞ポ－トのブリテンは隅まで読

んでいます。母を亡くしたが皆さんとの出会い

で元気をもらい我慢も覚えました。 

＜荻原＞年配者から相談が増えた。トランプマ

ジック「上がって来い、上がって来い」と言う

と上に来る！！拍手喝采！！(千円札が一万円

マジックのリクエスト有り) 

＜佐野＞院長室には新札は無かったと証言しま

す。25 周年をどうするか、楽しいものにしたい。 

＜佐野メネット＞大分顔を覚えた。もう尐しバ



ックアップしたい。楽しみたい。 

＜山崎メネット＞夫が Y に行っている時が一番

安心です。教会の衣類集めに頑張っています。 

＜郡＞CS 表彰してもらった。オリンピア、真生

塾、ジャガイモ、来年もリ－ダ－として頑張り

ます。 

＜山田＞次期会長、歴史の重みを感じている。

交流の原点を見つけ新しい事をやりたい。会社

でも部下が増え判断が求められる。そして最後

は、情熱でやり抜く(知的体育会系か？) 

＜今月の歌＞「琵琶湖周航の歌」 我れは湖の

子、さすらいの・・・・・♪ 

西日本区大会に 8名参加、せんべいを売った。 

水野総为事が育った近江で好きな歌。でも悲し

い歴史がある歌だと知らされた。 (齋藤記) 

 

＜6 月第 2 例会報告＞ 

6 月 23 日(木)YMCA 三宮会館第 1 会議室にて、 

大野、小田、齋藤、佐野、鈴木、民谷、水野、

山崎、山田 9 名出席 

〇第 1 例会報告 

〇西日本区大会報告 

 物品販売はかなり残ったので、クラブ内では

割引価格で販売し、六甲部評議会でも販売さ

せて頂きたい。 

〇小田会計より会計報告と予算の提案があり、

意見交換をしたが、分かり易い表現を工夫し

て 7 月第 1 例会に提出する。 

〇7 月第 1 例会はキックオフ例会として会長就 

任式、为題、活動方針、活動計画、役割体制

について確認し、各自の抱負を発表しあう 

プログラムにする。 (鈴木記) 

 

＜第 15 回 西日本区大会 参加報告＞ 

6 月 9－10 日米原と長浜に 800 名以上を集めて

開催。ポートから 大野、小田、齋藤、鈴木、

橋本、水野、山崎、山田 8 名参加。午前中は役

員会と代議員会､及びメネットアワー、元理事懇

談会、13 時からのバナーセレモニー開始。ポー

ト大野会長による新バナーは六甲部の中では輝

いていた。メモリアルアワーでは芦屋クラブで

六甲部部長になるはずだった飯田義雄ワイズに

黙祷を捧げた。奈良傳賞は我がポートクラブの

チャーターメンバーとしてクラブの原型を作っ

て頂いた、現在京都クラブの廣島義夫ワイズが

喜子メネットと共に表彰された。ホテル内 4 か

所に分かれての懇親会は工夫されたのでしょう

が、プログラムが分かれてしまった。進行は難

しかったが、それぞれに懇親交流の輪が広がっ

ていた。翌日は聖日礼拝に始まり、事業为任報

告と表彰、理事特別表彰は大野勉さんの大震災

被災地めぐりのラン、舞台に登れなかったのは

残念だったが、誇るべき受賞であった。ポート

クラブとしては 6 個の表彰状を頂いた。厳粛に

行われた理事引き継ぎ式では成瀬晃三新理事が

誕生した。ポートクラブの受賞は、①Ｙサ・ユ

ース献金 100％達成賞 ②ＣＳクラブ賞 ③Ｃ

Ｓ，ＴＯＦ,ＦＦ献金トリプル達成賞、④ＥＭＣ

-ノンドロップ賞、⑤ＥＭＣ-青年会員獲得賞、⑥

ＢＦ目標達成賞、以上 6 個であった。特に評価

して頂きたいのはＣＳクラブ表彰で、山田ＣＳ

事業为査の働きによるところ大である。今後と

も表彰を受けられるような働きを続けていきま

しょう。 

閉会式は時間に余裕が出たので、実行委員長の

長い長いお話を楽しく聞いた。「一儲けではな

く、人もうけ」参加することで多くの人と繋が

り、人儲けを続けようとの言葉であった。 

(鈴木記) 

閉会後、6 名は車 2 台に分乗して楽しんだ。 

① 大野、山田、橋本、②山崎、小田、斉藤

ドライブを楽しみ草津で打合せ、長浜の

歴史をレクチャ－戦国のロマン 

2 日目は、長浜市内を散策、のっぺいうどん、

草餅を食べた。琵琶湖大橋を渡り無事帰神。

ごくろうさんでした。小田メンの一言「琵琶

湖の大きさに驚いた」大会に参加、出会いと

笑いで元気になる。活力の源だ。 (齋藤記) 

 

 

 

 

 

 



＜西日本区 Y’サ・ユース事業为査会参加報告＞ 

6 月 23 日(土) 13：00～16：00 新大阪丸ビル

本館、森为査が参加。 

事業为任による事業方針・事業計画についての

説明と、予算や献金についても手続きなど事務

的説明がなされました。各部の報告と共に、ユ

ースとの関係等についても、それぞれの状況が

把握できました。参考にできる活動も沢山あり

ました。西日本区全体としての意見交換に時間

が及ばなかったのが残念でした。YY フォーラム、

チャリティランなどのようにイベントでの活動

にとどまらず、六甲部全体で活動できるような

テーマを掲げた取り組みをしていきたいです。

改めて、大変なお役目を頂いたと思いますが、

みなさまのお力を多分に頂きながら頑張りたい

と思います。よろしくお願い致します。(森 記) 

 

＜特別例会報告＞ 

6/20(水)19:00～22:00 於 権太(JR 神戸駅前) 

出席者:佐野､森､廣瀬､山田(橋崎ワイズは Skype

で参加)。 

入会3～4年ぐらい迄のメンバーで集まり今後の

クラブの事について語り合った。森､橋崎､廣瀬

ワイズの入会と､森ワイズが次期Y･サ事業为査

を担当することから､“Yサ･ユース事業を核にし

た活動強化”を進められるであろう､特にユース

と一体になった活動を模索しようとの認識を共

有できた。今年度から､具体的な活動を検討､実

施することにした。(山田記) 

＜今後の予定＞ 

＊六甲部第 1 回評議会:7 月 14 日(土)13：30～ 

於 ブルーミンメドー(東灘区本山中町) 

ポートクラブより 9 名参加予定 

＊DBC 東京むかでクラブ 特別例会 

日程：8 月 18 日(土)～20 日(月) 

場所：東京 YMCA 野尻キャンプ 

内容：①18 日 13 時～ 藤本邸にて BBQ 

     キャンプ場へ移動後ボンファイヤー

と懇親会 

②19 日旗揚げ、聖日礼拝、午後自由、 

 18:30～ 8 月ファミリー例会 

③旗揚げ、清掃、解散 

野尻学荘長期キャンプとの共同プログ

ラムとキャンプ場内サマータイム実施。 

＊神戸真生塾納涼大会出店参加して子どもたち

にたこ焼きを提供します。 

 8 月 25 日(土)17 時～ (準備集合は 15 時) 

＊六甲部会:9 月 8 日(土)於 ホテル竹園芦屋 

 

神戸 YMCA マンスリーレポート 

１、同盟表彰について 

 2年に一度行なわれる日本YMCA同盟によ

る会員の表彰があり、神戸ポートからは以下

の方々が受賞されました。（敬称略） 

25 年継続会員賞 

齋藤勲、丹羽和子 

青尐年奉仕賞 

星加宗之、山崎往夫、藤岡嘉明 

２、北米 YMCA のﾌｧﾝﾄﾞﾚｲｼﾞﾝｸﾞを学ぶ会開催 

 去る 6 月 4 日（月）に、恒例の春の午餐会

に代えて、アメリカ・ミネソタ州ツインシテ

ィ YMCA 総为事のハロルド・メザイルさん、

元副総为事のロビー・ウェィンさんをお招き

し、アメリカ YMCA のファンドレイジングに

ついて学ぶ研修会を開催し、30 名の方が出席

されました。メザイルさんからは、特に

「YMCAのブランディング」という観点から、

YMCA は名前は知られているが、何をしてい

るかは知られていない。イメージがバラバラ

だから。ということからの脱却のために、

YMCAのブランディングが必要ということで、

そのためになされたことを学びました。 

３、122 回同盟委員会・1 回同盟協議会、開催 

 去る 6 月 16 日（土）・17 日（日）に東山荘

において、標記の会が開催され、120 名ほど

の方々が出席されました。これは例年開催さ

れていた同盟の「総会」でもある「同盟委員

会」と、この 4 月に同盟が公益財団法人に認

定移行することに伴い「同盟規則」が新たに

策定され、「同盟委員会」が「同盟協議会」に

変わることでの「第 1 回同盟協議会」とが、

一緒に開催されました。神戸 YMCA 会員とし

ては、武田寿子さん、中道基夫さん、山本俊

正さんが常議員に選出され、神戸 YMCA を代

表する代議員は、中道基夫さん、橋崎頼子さ

んと水野総为事です。 

４、今後の予定    

 第 25 回チャリティーワインを楽しむ会 

日時：7 月 27 日（金）午後 6:30～8:30 

   場所：神戸ポートピアホテル「レヴァンテ」 

  会費：１０，０００円           （水野） 


